
　枕
崎
市
で
今
年
度
始
動
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
街
　枕
崎
」

　血
圧
に
特
化
し
た
取
り
組
み
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
注
目
を
浴
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
立
ち
上
が
っ
た
の
か
、具
体
的
な
取
り
組
み
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
紹
介
す
る
。

　枕
崎
市
は
そ
の
鹿
児
島
県
の
中
で

も
、
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
は
県

内
19
市
中
ワ
ー
ス
ト
1
位
で
あ
り
、
全

国
平
均
と
比
較
す
る
と
、
男
性
で
約

1
・
8
倍
、
女
性
で
約
1
・
5
倍
と
な

っ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
現
状
は
、
枕
崎
市
の
国
民

健
康
保
険
の
医
療
費
の
増
加
の
一
因
と

な
り
、
厳
し
い
国
保
財
政
運
営
が
続
く

と
い
う
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　中
で
も
、生
活
習
慣
病
の
医
療
費
は
、

医
療
費
全
体
に
占
め
る
割
合
が
高
く

（
図
1
）、
主
な
生
活
習
慣
病
の
医
療
費

内
訳
を
み
る
と
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症

及
び
生
活
習
慣
病
が
リ
ス
ク
要
因
と
な

る
脳
血
管
疾
患（
脳
出
血
や
脳
梗
塞
等
）

の
医
療
費
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。（
図

2
）　こ

れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
、
生
活
習

慣
の
改
善
で
発
症
や
重
症
化
を
予
防
で

き
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
市
民
が
血
圧
を
意
識
し
、

健
康
意
識
を
高
め
、
様
々
な
病
気
の
予

防
・
改
善
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
国
民

健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
や
、
市
民
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
至
る

枕
崎
市
の
現
状

　血
圧
が
高
い
状
態
（
高
血
圧
）
が
長

く
続
く
と
、
血
管
の
壁
が
傷
つ
き
厚
く

硬
く
な
っ
て
し
ま
う
（
動
脈
硬
化
）。

動
脈
硬
化
は
脳
で
は
脳
血
管
疾
患
（
脳

出
血
や
脳
梗
塞
等
）
を
、
心
臓
で
は
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
等
を
起
こ
す
。
こ
の

脳
血
管
疾
患
や
大
動
脈
瘤
及
び
解
離
の

死
亡
率
が
鹿
児
島
県
は
高
い
傾
向
に
あ

り
、
平
成
27
年
度
の
統
計
で
は
、
脳
血

管
疾
患
の
死
亡
率
は
男
性
全
国
9
位
、

女
性
全
国
4
位
、
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

の
死
亡
率
は
男
性
・
女
性
共
に
全
国
5

位
と
な
っ
て
い
る
。

分
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
」
と
題
し
講

演
さ
れ
、
鹿
児
島
県
の
地
域
性
や
現
状

を
紹
介
し
、「
あ
れ
も
ダ
メ
こ
れ
も
ダ

メ
で
は
長
続
き
し
な
い
。
例
え
ば
高
血

圧
の
原
因
と
な
る
塩
分
は
、
野
菜
や
果

物
を
併
せ
て
食
べ
る
こ
と
で
体
内
か
ら

排
出
す
る
工
夫
を
行
う
。
節
酒
と
減
量

の
た
め
に
、
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
ビ
ー
ル

で
は
な
く
、
カ
ロ
リ
ー
の
低
い
ハ
イ
ボ

ー
ル
や
焼
酎
に
替
え
て
み
る
。
運
動
を

習
慣
づ
け
る
た
め
に
通
勤
時
間
を
活
用

す
る
。
こ
う
し
た
工
夫
で
我
慢
せ
ず
に

血
圧
を
下
げ
る
習
慣
を
つ
く
り
、
血
圧

測
定
に
親
し
む
こ
と
が
大
事
」
と
ユ
ー

モ
ア
と
自
身
の
失
敗
談
を
交
え
て
分
か

り
や
す
く
血
圧
測
定
の
重
要
性
を
訴
え

た
。　講

演
後
に
は
、「
い
ざ
血
圧
測
定
と

な
る
と
、
緊
張
か
ら
測
定
値
が
高
く
な

る
。
何
か
い
い
方
法
は
な
い
か
」
と
質

問
が
あ
り
、「
家
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

状
態
で
測
定
し
た
値
を
知
る
こ
と
が
大

事
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。
ほ
か
に
も
測

定
時
の
部
屋
の
温
度
管
理
や
測
定
回
数

に
つ
い
て
質
問
が
上
が
り
、「
温
度
管

理
は
18
度
〜
22
度
く
ら
い
。
回
数
は
朝

晩
各
1
回
の
測
定
で
充
分
」
と
答
え
る

な
ど
、
活
発
な
質
疑
応
答
と
な
り
、
参

加
市
民
の
意
識
の
高
さ
が
伺
わ
れ
た
。

　今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
多
く
の
市
民

の
方
々
に
血
圧
を
測
る
こ
と
の
重
要
性

が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
市
全
体

に
血
圧
を
測
る
習
慣
が
広
が
る
こ
と

で
、市
民
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
（※

）

が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
出
る
か
注
目
が
集
ま

る
。

「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
街 

枕
崎
」プ
ロ
ジェ
ク
ト

枕
崎
市

市町村の取り組みKagoshima Local government Initiatives

い
つ
ま
で
も
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

全
市
民
が
血
圧
を「
知
る
」「
下
げ
る
」

「
上
げ
な
い
」た
め
の
取
り
組
み

　「高
血
圧
ゼ
ロ
の
街 

枕
崎
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
は
、「
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
」

だ
け
に
特
化
し
た
、
枕
崎
市
、
鹿
児

島
大
学
、
枕
崎
市
医
師
会
の
共
同
に

よ
る
事
業
で
、
当
面
3
年
間
の
期
間

で
実
施
さ
れ
る
。
市
民
の
方
々
に
血

圧
を
測
定
し
て
も
ら
い
健
康
意
識
の

向
上
を
図
る
こ
と
、
血
圧
の
正
常
化

に
よ
り
高
血
圧
が
誘
因
と
な
る
脳
血

管
疾
患
、
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　ま
ず
は
、
多
く
の
市
民
に
血
圧
を

測
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
て
も
ら
お
う

と
、
公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン

ビ
ニ
、
パ
チ
ン
コ
店
や
居
酒
屋
と
い

っ
た
市
民
が
普
段
よ
く
立
ち
寄
る
身

近
な
場
所
に
家
庭
用
血
圧
計
を
計

1
0
0
台
設
置
し
、
血
圧
測
定
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
。

　ま
た
、
遠
洋
漁
業
へ
の
血
圧
計
の

貸
出
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ

れ
ら
の
測
定
デ
ー
タ
は
、
鹿
児
島
大

学
が
集
計
し
、
傾
向
な
ど
枕
崎
市
の

地
域
特
性
を
分
析
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

血
圧
を
測
ろ
う
祭
り
開
催

　毎
年
5
月
17
日
は
「
高
血
圧
の
日
」

に
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ

せ
て
、
5
月
18
日
（
土
）
枕
崎
市
市

民
会
館
で
「
血
圧
を
測
ろ
う
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
多
く
の
市
民
が
参
加
し

た
。　本

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
保
健
師
・
看

護
師
に
よ
る
「
血
圧
大
測
定
会
」
が

行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
に
正
し
い
測

定
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
結
果
を

説
明
す
る
こ
と
で
自
分
の
血
圧
を
知

る
機
会
と
な
っ
て
い
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
、

高
い
数
値
だ
っ
た
の
で
驚
い
て
い
る
」

「
家
庭
で
の
血
圧
測
定
が
大
事
と
教
わ

っ
た
。
今
後
習
慣
に
し
た
い
」
と
い

っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
に
よ
る
減
塩
食
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
盛
況
で
あ
っ
た
。
さ
す
が
「
か

つ
お
の
街 

枕
崎
市
」
で
あ
り
、
身
近

に
あ
る
か
つ
お
節
で
「
だ
し
」
を
取
り
、

お
い
し
く
減
塩
す
る
方
法
や
レ
シ
ピ

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　そ
の
後
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提

案
者
で
あ
る
鹿
児
島
大
学
大
学
院
心

臓
血
管
・
高
血
圧
内
科
学
の
大
石
充

教
授
が
「
血
圧
測
定
か
ら
始
ま
る
自

自
分
の
血
圧
を「
知
る
」こ
と
か
ら
始
め
る
健
康
習
慣

※

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
必
要
な
情
報
を
手

に
入
れ
、
効
果
的
に
活
用
す
る
能
力

図1：平成29年度 枕崎市医療費

高血圧ゼロの街 枕崎
全市民が血圧を

“知る・下げる・上げない”
１. 知る
全市民の血圧を測定

２.下げる
医療機関で充分な降圧
療法が得られる

３. 上げない
枕崎市に「健康文化」が
根付く

血圧を測ろう祭りで行われた「血圧大測定会」

薄味でもおいしく食べられる！減塩食の体験コーナー

糖尿病
137,833,070円

高血圧症
123,824,080円

動脈硬化症…4,763,640円
心筋梗塞…6,964,570円

狭心症…26,972,160円

その他…4,295,680円

脂質異常症…60,750,310円
脳梗塞…52,941,490円

脳出血…23,633,450円
図2：主な生活習慣病の内訳（平成29年度）

精神
458,604,620円

主な生活習慣病
441,978,450円

がん
400,618,460円

筋・骨格
254,821,510円

その他
1,218,952,960円
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民
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
（※

）

が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
出
る
か
注
目
が
集
ま

る
。

「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
街 

枕
崎
」プ
ロ
ジェ
ク
ト

枕
崎
市
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い
つ
ま
で
も
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

全
市
民
が
血
圧
を「
知
る
」「
下
げ
る
」

「
上
げ
な
い
」た
め
の
取
り
組
み

　「高
血
圧
ゼ
ロ
の
街 

枕
崎
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
は
、「
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
」

だ
け
に
特
化
し
た
、
枕
崎
市
、
鹿
児

島
大
学
、
枕
崎
市
医
師
会
の
共
同
に

よ
る
事
業
で
、
当
面
3
年
間
の
期
間

で
実
施
さ
れ
る
。
市
民
の
方
々
に
血

圧
を
測
定
し
て
も
ら
い
健
康
意
識
の

向
上
を
図
る
こ
と
、
血
圧
の
正
常
化

に
よ
り
高
血
圧
が
誘
因
と
な
る
脳
血

管
疾
患
、
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　ま
ず
は
、
多
く
の
市
民
に
血
圧
を

測
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
て
も
ら
お
う

と
、
公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン

ビ
ニ
、
パ
チ
ン
コ
店
や
居
酒
屋
と
い

っ
た
市
民
が
普
段
よ
く
立
ち
寄
る
身

近
な
場
所
に
家
庭
用
血
圧
計
を
計

1
0
0
台
設
置
し
、
血
圧
測
定
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
。

　ま
た
、
遠
洋
漁
業
へ
の
血
圧
計
の

貸
出
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ

れ
ら
の
測
定
デ
ー
タ
は
、
鹿
児
島
大

学
が
集
計
し
、
傾
向
な
ど
枕
崎
市
の

地
域
特
性
を
分
析
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

血
圧
を
測
ろ
う
祭
り
開
催

　毎
年
5
月
17
日
は
「
高
血
圧
の
日
」

に
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ

せ
て
、
5
月
18
日
（
土
）
枕
崎
市
市

民
会
館
で
「
血
圧
を
測
ろ
う
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
多
く
の
市
民
が
参
加
し

た
。　本

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
保
健
師
・
看

護
師
に
よ
る
「
血
圧
大
測
定
会
」
が

行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
に
正
し
い
測

定
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
結
果
を

説
明
す
る
こ
と
で
自
分
の
血
圧
を
知

る
機
会
と
な
っ
て
い
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
、

高
い
数
値
だ
っ
た
の
で
驚
い
て
い
る
」

「
家
庭
で
の
血
圧
測
定
が
大
事
と
教
わ

っ
た
。
今
後
習
慣
に
し
た
い
」
と
い

っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
に
よ
る
減
塩
食
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
盛
況
で
あ
っ
た
。
さ
す
が
「
か

つ
お
の
街 

枕
崎
市
」
で
あ
り
、
身
近

に
あ
る
か
つ
お
節
で
「
だ
し
」
を
取
り
、

お
い
し
く
減
塩
す
る
方
法
や
レ
シ
ピ

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　そ
の
後
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提

案
者
で
あ
る
鹿
児
島
大
学
大
学
院
心

臓
血
管
・
高
血
圧
内
科
学
の
大
石
充

教
授
が
「
血
圧
測
定
か
ら
始
ま
る
自

自
分
の
血
圧
を「
知
る
」こ
と
か
ら
始
め
る
健
康
習
慣

※

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
必
要
な
情
報
を
手

に
入
れ
、
効
果
的
に
活
用
す
る
能
力

図1：平成29年度 枕崎市医療費

高血圧ゼロの街 枕崎
全市民が血圧を

“知る・下げる・上げない”
１. 知る
全市民の血圧を測定

２.下げる
医療機関で充分な降圧
療法が得られる

３. 上げない
枕崎市に「健康文化」が
根付く

血圧を測ろう祭りで行われた「血圧大測定会」

薄味でもおいしく食べられる！減塩食の体験コーナー

糖尿病
137,833,070円

高血圧症
123,824,080円

動脈硬化症…4,763,640円
心筋梗塞…6,964,570円

狭心症…26,972,160円

その他…4,295,680円

脂質異常症…60,750,310円
脳梗塞…52,941,490円

脳出血…23,633,450円
図2：主な生活習慣病の内訳（平成29年度）

精神
458,604,620円

主な生活習慣病
441,978,450円

がん
400,618,460円

筋・骨格
254,821,510円

その他
1,218,952,960円
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